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市榎 上略 外波 歌 青海 寺地 田海
新潟県
糸魚川
セントが比較的多く現われることから、それらに影響きれ、類推して本来の尾
高型（○●●△）から変化したものと考えられる。
６．おわりに
以上、今回の富山・新潟県境域におけるアクセント調査の結果に基づいて、
当該地域におけるアクセントの動態を地域差と世代差に注目しながら、いくつ
かの観点から考察してきた。
既に予定の紙数を超えているので重ねてのまとめは省略するが、これまでに
も述べてきたように、当該地域のアクセント変化の背景には「外的要因」「内
的要因」など様々な要因が複雑に絡み合っている。小稿では、地域差と世代差
を中心にアクセント変化の大まかな傾向を明らかにしたに過ぎず、残された課
題は未だ多い。今後も当該地域では、富山アクセントから糸魚川アクセント
(特に共通語アクセントと一致する）への変化が、いわゆるテレビ世代を中心
としたアクセントの共通語化と平行して、さらに進行していくものと思われる。
そして、アクセント変化の様相はますます複雑な姿を呈することが予想される。
従来から東西アクセントの接境域の代表的地域として注目されてきた当該地域
においては、地域差や世代差はもちろん、さらに個人差・場面差・調査法によ
る差などにも考慮しながら、アクセント変化の実態に迫るため、さらに詳しい
調査研究を進める必要があると思われる。
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